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  第 2 章   子どもを取り巻く現状と今後の方向性 
 

1 伊丹市の人口 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

（1）人口の推移 

 

わが国では急速な人口減少時代に突入している中、国勢調査による伊丹市の人口をみると、総人

口は微増傾向を保っています。しかしながら、昭和 55 年（1980 年）からの年齢 3 区分別人口をみ

ると、0～14 歳の年少人口が減少傾向にある一方、65 歳以上の高齢者人口は増加傾向にあります。

平成 17 年（2005 年）には、0～14 歳の年少人口と 65 歳以上の高齢者人口が逆転しており、少子

高齢化の進行がみられます。 

 

■総人口・年齢 3 区分別人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（各年 10 月 1 日時点） 

 

■年齢 3 区分別人口構成比の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（各年 10 月 1 日時点） 
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1,713 1,662 1,609 1,594 1,574 1,551 1,534 1,524 1,519 1,513 

1,853 1,661 1,677 1,660 1,696 1,629 1,605 1,588 1,578 1,573 
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（2）子ども人口の推移と推計 

 

  近年の伊丹市の 0～5 歳の人口の合計は減少傾向にあり、平成 31 年(2019 年)に増加に転じてい

るものの、今後も出生数の減少などにより、令和 2 年(2020 年)以降も減少が続くと見込まれます。 

  

■0～5 歳人口の推移と推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：伊丹市推計人口（平成 27 年（2015 年）～平成 31 年（2019 年））、 
  コーホート変化率法による伊丹市推計（令和 2 年（2020 年）～令和 6 年（2024 年）） 

（各年 4 月 1 日時点） 

（3）女性人口の推移と推計 

 

  近年の伊丹市の 15～49 歳の女性人口は減少傾向にあります。今後も出産が可能と考えられる女

性の将来人口は減少傾向となり、出生数にも影響すると予測されます。 

 

■15～49 歳・女性人口の推移と推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：伊丹市推計人口（平成 27 年（2015 年）～平成 31 年（2019 年））、 
  コーホート変化率法による伊丹市推計（令和 2 年（2020 年）～令和 6 年（2024 年）） 

  （各年 4 月 1 日時点） 
 

コーホート変化率法
による伊丹市推計 伊丹市推計人口 

コーホート変化率法
による伊丹市推計 伊丹市推計人口 
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2 伊丹市における出生の状況●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

（1）出生数の推移 

 

  平成 20 年（2008 年）からの伊丹市の出生数の推移をみると、年による変動はあるものの、減少

傾向にあります。 

■出生数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：兵庫県保健統計年報 

（2）合計特殊出生率の推移 

 

伊丹市の合計特殊出生率は低下傾向を経て、平成 22 年（2010 年）に 1.63 と高まりましたが、

平成 27 年（2015 年）に 1.57 になっています。県や国の値を上回って推移しており、近隣自治体

と比較しても高い値となっています。 

■合計特殊出生率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  資料：兵庫県保健統計年報 

2,030
1,893

2,078
1,971

1,879 1,909
1,768 1,768 1,712 1,708

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

平成20年

(2008年)

平成21年

(2009年)

平成22年

(2010年)

平成23年

(2011年)

平成24年

(2012年)

平成25年

(2013年)

平成26年

(2014年)

平成27年

(2015年)

平成28年

(2016年)

平成29年

(2017年)

（人）

平成2年

(1990年)

平成7年

(1995年)

平成12年

(2000年)

平成17年

(2005年)

平成22年

(2010年)

平成27年

(2015年)

伊丹市 1.63 1.50 1.50 1.39 1.63 1.57

尼崎市 1.45 1.36 1.37 1.27 1.51 1.52

西宮市 1.36 1.24 1.31 1.20 1.34 1.49

芦屋市 1.28 1.08 1.24 1.14 1.32 1.34

宝塚市 1.37 1.30 1.34 1.17 1.34 1.44

三田市 1.55 1.56 1.38 1.08 1.24 1.27

川西市 1.22 1.09 1.20 1.12 1.30 1.36

猪名川町 1.44 1.17 1.19 1.09 1.24 0.94

兵庫県 1.53 1.41 1.38 1.25 1.41 1.48

全国 1.54 1.42 1.36 1.26 1.39 1.45

1.63

1.50
1.50

1.39

1.63
1.57

1.48
1.45

0.80

0.90

1.00

1.10

1.20

1.30

1.40

1.50

1.60

1.70

1.80



10 
 

3 伊丹市における結婚の状況●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

（1）婚姻・離婚の状況 

 

  伊丹市の婚姻・離婚の数について、過去 10 年間の推移をみると、年による増減がみられながらも、

概ね横ばいから減少傾向にあります。 

■婚姻数・離婚数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：兵庫県保健統計年報 

（2）男女別年齢 5 歳階級別未婚率の推移 

 

  伊丹市における 25～39 歳の未婚率をみると、男女ともに晩婚化が進行しています。  

■男性の年齢別（25～39 歳）未婚率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■女性の年齢別（25～39 歳）未婚率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 
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（3）生涯未婚率の推移 

 

  伊丹市における生涯未婚率（50 歳時点での未婚率で、45～49 歳の未婚率と 50～54 歳の未婚率

の平均）は、男女ともに全国よりも低い値で推移しています。  

■生涯未婚率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：伊丹市は「国勢調査」、全国は社人研「人口統計資料集（2019 年）」より算出。 

 

4 伊丹市における就労の状況●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

（1）就労の状況 

 

  平成 27 年（2015 年）における伊丹市の女性の労働力率を年齢 5 歳階級別にみると、Ｍ字型カー

ブを描いており、35～39 歳でＭ字の底となっています。25 歳から 54 歳まで、県や国よりも低い

値で推移しています。また、平成 22 年（2010 年）と平成 27 年（2015 年）の伊丹市の労働力率

を比べると、各年齢階層で労働力率は概ね上昇しています。 

■年齢 5 歳階級別・女性の労働力率の推移（平成 22 年（2010 年）・平成 27 年（2015 年）） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 ※労働力率は 15 歳以上人口に占める労働力人口の割合。不詳を除いて算出。 
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5 就学前児童の状況●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 

（1）就学前児童（3～5 歳児）の保育所等・幼稚園等利用状況 

 

  伊丹市の 3～5 歳児の状況をみると、幼稚園等入園者、保育所等入所者、在家庭等の順に多くなっ

ています。幼稚園等入園率は過半数となっており、年による増減を経て、近年は減少傾向となり、

平成 30 年度（2018 年度）に 55.0％となっています。また、平成 21 年度（2009 年度）からの保

育所等入所率は 2 割台で推移していましたが、平成 30 年度（2018 年度）に約 3 割となっています。 

■3～5 歳児の状況と保育所等入所率及び幼稚園等入園率 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
幼稚園等入園者数（各年 5 月 1 日時点）・保育所等入所者数（各年 4 月 1 日時点）＝伊丹市資料より 

基礎幼児数＝伊丹市推計人口（各年 5 月 1 日時点） 
 

※在家庭等には、認可外保育施設を利用する児童を含みます。 
※保育所等…保育所、地域型保育事業及び認定こども園（保育所機能部分） 

※幼稚園等…幼稚園及び認定こども園（幼稚園機能部分） 
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（2）年齢別就学前児童の居場所 

 

  平成 30 年度（2018 年度）の就学前児童について年齢別にみると、「在家庭等」は 0 歳児で 87.8％、

1 歳児で 65.0％、2 歳児で 59.2％、3 歳児で 26.7%となっています。一方、「幼稚園等」の利用者

は、3 歳児で 41.7％、4 歳児で 59.9％、5 歳児で 63.6％となっています。また「保育所等」の利

用者は 0 歳児で 12.2%、1 歳児で 35.0%、2 歳児で最も多く 40.6%で、3～5 歳児では約 3 割と

なっています。 

■年齢別就学前児童の居場所（平成 30 年度（2018 年度）） 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
幼稚園等（5 月 1 日時点）・保育所等（4 月 1 日時点）＝伊丹市資料より 

基準人口＝伊丹市推計人口（5 月 1 日時点） 
 

※在家庭等には、認可外保育施設を利用する児童を含みます。 
※保育所等…保育所、地域型保育事業及び認定こども園（保育所機能部分） 

※幼稚園等…幼稚園及び認定こども園（幼稚園機能部分） 
 

※構成比については端数処理の関係で合計が 100％にならない場合があります。 
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14 
 

23.1 

24.5 

55.3 

51.7 

18.3 

18.3 

3.3 

5.4 

子育てや家事などに専念したい

（就労の予定はない）

１年より先で、一番下の子どもが

□□歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは

１年以内に就労したい

無回答

今回調査（H30年/2018年）

(N=553)

前回調査（H25年/2013年）

(N=868)
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6 子ども・子育て支援に関する調査の結果と分析●●●●●●●●●●●●●●● 

本計画の策定にあたって実施した伊丹市子ども・子育て支援に関する調査の結果のうち、子ども・

子育て支援事業の量の見込み・提供体制に関わる主要事項の分析は、以下のとおりとなっています。

なお、調査結果は、別途、伊丹市子ども・子育て支援に関する調査結果報告書にまとめています。 

（1）保護者の働き方 ～現在と将来の希望～ 

 

  保護者の就労状況については、フルタイムで就労する母親（産休・育休中を含む）の割合は、子

どもが 0 歳では約 4 割と最も高く、1 歳と 2 歳では 3～4 割程度、3 歳から 5 歳では 2～3 割程度と、

年齢が上がるごとに減少傾向にあります。また、パート・アルバイトで就労する母親（産休・育休

中を含む）の割合は、子どもが 0 歳では約 1 割と最も低いですが、1 歳と 2 歳では 1～2 割程度、3

歳から 5 歳では 2～3 割程度と年齢が上がるとともに増加傾向にあります。 

また、現在就労していない母親の就労希望については、「すぐにでも、もしくは 1 年以内に就労し

たい」が約 2 割、「1 年より先で、一番下の子どもが□□歳になったころに就労したい」が約 5 割で、

就労希望者は合わせて 7 割を超えており、保護者の就労意向の高まりがあります。 

■子どもの年齢別にみた母親の就労状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

■「以前は就労していたが、現在は就労していない」または「これまで就労したことがない」方の就労希望 

 

 

 

10.4

29.8

23.0

20.0

24.5

26.4

30.1

6.2

9.6

5.9

2.7

1.6

6.1

16.3

12.3

24.1

28.3

25.9

5.4

1.1

2.1

1.2

1.6

1.0

43.4

41.6

44.4

39.4

37.5

35.2

2.5

4.5

8.0

7.1

5.4

7.8

2.2

0.6

0.5

2.4

0.0

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

０歳【N=279】

１歳【N=178】

２歳【N=187】

３歳【N=170】

４歳【N=184】

５歳【N=193】

フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答
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(％) H30年/2018年調査【N=1,198】 H25年/2013年調査【N=1,505】

（2）定期的な幼稚園・保育所などの利用意向 

子どもが 0～2 歳までの保護者にたずねた平日の定期的な利用意向については、前回調査と比べて、

認定こども園、預かり保育ありの幼稚園、認可保育所の利用意向が高くなっています。一方で、預

かり保育なし幼稚園は、利用意向が低くなっています。子ども・子育てを取り巻く保育・教育サー

ビスの進展にともない、前回調査結果とはニーズが大きく変化しています。 

また、年齢別にみると、預かり保育ありの幼稚園の割合は 3 歳、4 歳、5 歳で 6 割を超えており、

認可保育所と認定こども園は、全年齢で高い傾向にあることから、多様なニーズに対応できる供給

体制が望まれます。 

■平日の定期的な幼稚園・保育所などの利用意向(0～2 歳の方を対象に質問) 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

■年齢別の平日の定期的な幼稚園・保育所などの利用意向（複数回答） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

14.0 
33.7 

41.6 
39.3 

6.2 
0.6 

6.2 
1.1 
1.7 
3.9 

1.1

0 20 40 60 80
(%)

1歳【N=178】

29.4 
50.8 

44.9 
56.7 

5.3 
1.6 

7.0 
1.1 
0.0 

3.2 
0.5

0 20 40 60 80
(%)

2歳【N=187】

29.3 
62.5 

46.2 
55.4 

4.9 
2.2 

10.9 
0.5 
2.2 
4.9 

0.5

0 20 40 60 80
(%)

4歳【N=184】

32.6 
67.4 

50.3 
61.1 

4.7 
0.5 

6.2 
1.0 
0.5 

5.2 
0.5

0 20 40 60 80
(%)

5歳【N=193】

13.3 
39.4 

56.6 
52.0 

11.5 
1.8 

8.2 
1.8 
1.1 

7.2 
0.4

0 20 40 60 80

幼稚園【預かり保育なし】

幼稚園【預かり保育あり】

認可保育所

認定こども園

小規模保育事業

家庭的保育事業

事業所内保育事業

認可外保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

(%)

0歳【N=279】

34.1 
68.2 

46.5 
60.0 

5.9 
0.6 

7.6 
1.8 
0.6 

5.3 
0

0 20 40 60 80

幼稚園【預かり保育なし】

幼稚園【預かり保育あり】

認可保育所

認定こども園

小規模保育事業

家庭的保育事業

事業所内保育事業

認可外保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

(%)

3歳【N=170】
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（3）児童くらぶの利用意向 
 

放課後（平日の小学校終了後）の時間を過ごさせたい場所における「児童くらぶ」の利用意

向は、1～3 年生で約 2 割と高くなっており、前回調査に比べて 18.4 ポイント多くなっていま

す。また、4 年生以降では 1 割以下と、学年が上がるごとに利用意向は下がっていますが、4

年生と 5 年生では前回調査に比べて利用意向が高くなっています。 

 

■ 放課後の時間を過ごさせたい場所における「児童くらぶ」の利用意向 

【就学児童調査】 

 
 
 
 
 

  

21.7

6.0

3.2

2.1

3.3

0.4

0.6

2.4

0 10 20 30
(%)

平成30年（2018年）
（N＝811）

平成25年（2013年）
（N-=696）

１～３年生

平成30年（2018年）
（N=1,092）

平成25年（2013年）
（N＝931）

４年生

平成30年（2018年）
（N＝1,358）

平成25年（2013年）
（N＝1,175）

５年生

平成30年（2018年）
（N＝1,614）

平成25年（2013年）
（N＝1,395）

６年生

（N＝696）

（N＝1,092）
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（4）第 1 期伊丹市子ども・子育て支援計画の評価について 

■伊丹市は子育てしやすいまちか 

伊丹市は子育てしやすいまちかについては、「子育てしやすいまちだと思う」が就学前児童調

査で 75.0%、就学児童調査で 69.6%と多く、「子育てしやすいまちだと思わない」は就学前児

童調査で 8.6%、就学児童調査で 10.3%となっており、5 年前の前回調査と比較すると、それ

ぞれ「子育てしやすいまちだと思う」と回答した人が増え、「子育てしやすいまちだと思わない」

と回答した人が減っていることから、子育てに関する取り組みが、着実に進んでいるものと考

えます。 

一方で、「子育てしやすいまちだとは思わない」と回答した人のうち、就学前児童（N=103）

では、「保育所、幼稚園などに空きがない」、「公園や児童センターなど子どもの遊び場が少ない」

などの回答が多く、就学児童調査（N=168）では、「公園や児童センターなど子どもの遊び場

が少ない」などの回答が多かったことから、第 2 期計画では、就学前教育・保育施設の充実や、

子どもの遊び場・居場所づくり等に取り組むことが必要です。 

 

【就学前児童調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【就学児童調査】 

 

 

 

 

 

 

■伊丹市の子育て支援施策・事業の満足度 

就学前児童調査・就学児童調査ともに、「子どもと母親の健康の確保」、「安心して子育てがで

きる環境の整備」、「子どもを犯罪などの被害から守るための活動の推進」の満足度が高く、一

方、「確かな学力の向上」、「子育てにかかわる経済的負担の軽減」、「多様な保育サービスの充実・

仕事と子育ての両立支援」、「仕事と生活の調和の推進」の満足度が低い状況があったことから、

第 2 期計画において、さらに特に取り組みを進める必要があります。 

 
 

69.6 

64.4 

10.3 

13.3 

18.8 

21.0 

1.3 

1.3 

子育てしやすいまちだと思う

子育てしやすいまちだと思わない どちらともいえない

無回答

今回調査（H30年/2018年）

(N=1,637)

前回調査（H25年/2013年）

(N=1,395)

(%)
0 20 40 60 80 100

75.0 

69.4 

8.6 

10.6 

15.3 

19.0 

1.1 

1.0 

子育てしやすいまちだと思う

子育てしやすいまちだと思わない

どちらともいえない

無回答

今回調査（H30年/2018年）

(N=1,198)

前回調査（H25年/2013年）

(N=1,505)
(%)

0 20 40 60 80 100
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16.3 

16.0 

8.0 

5.9 

7.5 

11.6 

13.6 

9.5 

28.6 

24.5 

21.8 

22.9 

5.7 

7.3 

6.5 

6.3 

16.4 

7.9 

11.1 

29.4 

15.6 

24.8 

66.9 

53.7 

65.9 

59.8 

66.9 

64.8 

65.6 

69.4 

59.5 

63.4 

63.1 

43.9 

65.6 

54.6 

67.4 

55.3 

63.1 

66.2 

65.8 

57.4 

62.7 

58.3 

11.9 

20.9 

16.2 

21.9 

14.8 

13.2 

11.0 

12.1 

7.4 

7.1 

9.8 

18.9 

18.2 

25.2 

13.1 

25.5 

13.0 

15.7 

13.9 

8.0 

13.3 

10.5 

1.4 

6.1 

1.8 

3.8 

1.8 

1.6 

2.0 

1.3 

1.2 

0.8 

1.3 

11.6 

1.6 

6.3 

1.5 

4.0 

1.8 

1.2 

1.3 

1.4 

3.3 

2.4 

3.6 

3.3 

8.0 

8.7 

9.0 

8.8 

7.8 

7.8 

3.3 

4.2 

4.0 

2.7 

8.9 

6.6 

11.4 

8.9 

5.7 

9.0 

8.0 

3.8 

5.1 

4.0 

満足 まあ満足 やや不満

不満

無回答

子どもの健全育成

就学前教育・保育の充実

学力、体力、心の育成のための学習

環境・協働体制の整備の推進

確かな学力の向上

健やかな身体の育成

安全・安心で質の高い教育環境の整備

発達支援システム・支援施策の推進

子どもの人権を守る体制と活動の強化

子どもと母親の健康の確保

食育の推進

情報提供と相談体制の充実

子育てにかかわる経済的負担の軽減

男女共同参画社会の形成に向けた啓発

多様な保育サービスの充実・仕事と

子育ての両立支援

ひとり親家庭などの自立支援の推進

仕事と生活の調和の推進

地域ぐるみの子育て支援の推進

地域でのボランティア活動の推進

子育てサークルの活動支援

安心して子育てができる環境の整備

子どもの安全確保のための活動の推進と

安全・安心な都市環境の整備

子どもを犯罪などの被害から守るための

活動の推進

(%)
0 20 40 60 80 100

(N=1,198)

10.0 

14.1 

9.5 

7.0 

8.9 

14.5 

11.1 

7.8 

17.6 

14.2 

11.3 

11.2 

4.0 

5.9 

4.3 

3.2 

9.5 

7.0 

8.2 

21.3 

12.3 

23.3 

70.6 

60.6 

64.1 

55.2 

64.9 

66.0 

68.4 

71.3 

67.4 

71.7 

70.3 

46.3 

66.0 

57.9 

65.5 

58.1 

68.0 

65.5 

67.7 

64.0 

65.7 

59.4 

12.3 

16.7 

19.2 

27.8 

18.3 

12.8 

11.5 

13.3 

8.9 

7.8 

11.2 

25.6 

21.0 

25.4 

17.7 

27.0 

14.2 

18.8 

15.6 

8.4 

14.1 

10.5 

2.4 

4.2 

2.6 

5.9 

3.2 

2.1 

2.8 

1.6 

0.9 

0.7 

1.3 

13.0 

2.7 

5.3 

3.5 

5.1 

2.5 

2.8 

1.8 

1.7 

3.5 

2.3 

4.8 

4.4 

4.6 

4.2 

4.6 

4.5 

6.2 

6.0 

5.2 

5.7 

5.9 

3.9 

6.3 

5.6 

8.9 

6.6 

5.9 

6.0 

6.5 

4.6 

4.5 

4.5 

満足 まあ満足 やや不満

不満

無回答

子どもの健全育成

就学前教育・保育の充実

学力、体力、心の育成のための学習

環境・協働体制の整備の推進

確かな学力の向上

健やかな身体の育成

安全・安心で質の高い教育環境の整備

発達支援システム・支援施策の推進

子どもの人権を守る体制と活動の強化

子どもと母親の健康の確保

食育の推進

情報提供と相談体制の充実

子育てにかかわる経済的負担の軽減

男女共同参画社会の形成に向けた啓発

多様な保育サービスの充実・仕事と

子育ての両立支援

ひとり親家庭などの自立支援の推進

仕事と生活の調和の推進

地域ぐるみの子育て支援の推進

地域でのボランティア活動の推進

子育てサークルの活動支援

安心して子育てができる環境の整備

子どもの安全確保のための活動の推進と安全・

安心な都市環境の整備

子どもを犯罪などの被害から守るための活動の

推進

(%)
0 20 40 60 80 100

(N=1,637)

■伊丹市の子育て支援施策・事業の満足度（続き） 

【就学前児童調査】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【就学児童調査】 
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9.1 

23.9 

15.0 

22.5 

4.6 

5.6 

6.7 

4.1 

2.5 

0.3 

1.7 

40.6 

1.2 

22.2 

4.0 

9.7 

3.3 

1.8 

1.1 

17.6 

17.5 

38.5 

10.5 

0 10 20 30 40 50

子どもの健全育成

就学前教育・保育の充実

学力、体力、心の育成のための学習環境・協働体制の整備の推進

確かな学力の向上

健やかな身体の育成

安全・安心で質の高い教育環境の整備

発達支援システム・支援施策の推進

子どもの人権を守る体制と活動の強化

子どもと母親の健康の確保

食育の推進

情報提供と相談体制の充実

子育てにかかわる経済的負担の軽減

男女共同参画社会の形成に向けた啓発

多様な保育サービスの充実・仕事と子育ての両立支援

ひとり親家庭などの自立支援の推進

仕事と生活の調和の推進

地域ぐるみの子育て支援の推進

地域でのボランティア活動の推進

子育てサークルの活動支援

安心して子育てができる環境の整備

子どもの安全確保のための活動の推進と安全・安心な都市環境の整備

子どもを犯罪などの被害から守るための活動の推進

無回答

(3LA%)

(N=1,198)

6.4 

9.0 

17.6 

29.3 

6.3 

5.7 

8.8 

4.5 

1.0 

0.5 

1.0 

37.3 

1.3 

14.2 

6.8 

7.9 

1.3 

3.5 

1.2 

13.4 

18.7 

36.0 

15.7 

0 10 20 30 40

子どもの健全育成

就学前教育・保育の充実

学力、体力、心の育成のための学習環境・協働体制の整備の推進

確かな学力の向上

健やかな身体の育成

安全・安心で質の高い教育環境の整備

発達支援システム・支援施策の推進

子どもの人権を守る体制と活動の強化

子どもと母親の健康の確保

食育の推進

情報提供と相談体制の充実

子育てにかかわる経済的負担の軽減

男女共同参画社会の形成に向けた啓発

多様な保育サービスの充実・仕事と子育ての両立支援

ひとり親家庭などの自立支援の推進

仕事と生活の調和の推進

地域ぐるみの子育て支援の推進

地域でのボランティア活動の推進

子育てサークルの活動支援

安心して子育てができる環境の整備

子どもの安全確保のための活動の推進と安全・安心な都市環境の整備

子どもを犯罪などの被害から守るための活動の推進

無回答

(3LA%)

(N=1,637)

■今後、力を入れていくべき項目 

就学前児童調査では「子育てにかかわる経済的負担の軽減」が 40.6%と最も多く、次いで、

「子どもを犯罪などの被害から守るための活動の推進」が 38.5%となっており、就学児童調査

では「子育てにかかわる経済的負担の軽減」が 37.3%と最も多く、次いで、「子どもを犯罪な

どの被害から守るための活動の推進」が 36.0%、「確かな学力の向上」が 29.3%となっていま

す。ついては、これらの施策の取り組みをさらに強化する必要があります。 

 

【就学前児童調査】 
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総務省が発表した住民基本台帳に基づく平成 31 年（2019 年）1 月 1 日時点の人口動態調査によ

ると、日本の人口は、約 1 億 2478 万人と前年から約 43 万人減りました。減少は 10 年連続で、減

少幅は昭和 43 年（1968 年）の調査開始以来最大となり、15～64 歳の生産年齢人口については、

人口全体の 6 割を切っています。 

また、出生数については、団塊ジュニア世代が 40 代後半となり出産期の女性が減ったこと等から

急減し、平成 28 年（2016 年）に 100 万人を下回って以来わずか 3 年で 90 万人を割る可能性が高

くなり、少子化の流れが止まりません。 

一方、伊丹市では、現時点において人口は微増傾向ではありますが、15～49 歳の女性人口の減少

や、出生数の減少が顕著なことから、近い将来、人口減少局面に転じることが予想されます。 

平成 30 年度（2018 年度）に実施した子ども・子育てに関するアンケート調査では、5 年前調査

と比較して、保護者の就労意向の高まり、保育ニーズの高まりがみられることから、認定こども園

や保育所、放課後児童くらぶの整備や充実等により、待機児童の解消や保育の質の向上などが求め

られています。 

また、アンケートでは、「伊丹市は子育てしやすいまちだと思う」と約 7 割の方が答えていますが、

「子育てにかかわる経済的負担の軽減」、「子どもを犯罪などの被害から守るための活動の推進」、「確

かな学力の向上」などについて、市が今後、力をいれていくべきと答えており、それらの対応も求

められています。 

さらに、児童虐待の深刻化、子どもの貧困の連鎖、いじめ、不登校、ひきこもりなど、青少年が

抱える様々な課題の解決も求められているところです。 

 

このような社会状況の変化に対応しつつ、子ども自身が、現在も、将来も、よく生き、育つこと

ができる「子どもの最善の利益」が保障される社会を目指すとともに、障害、疾病、虐待、貧困な

ど社会的な支援の必要性の高い子どもやその家族を含め、すべての子どもや子育て家庭を対象とし

て、一人ひとりの子どもの健やかな育ちを等しく保障することに取り組みます。 
 

また、保護者が、子育てについては第一義的責任を有することを前提としつつ、核家族化の進展、

地域のつながりの希薄化、共働き家庭の増加などの環境の変化もふまえ、地域や社会が保護者に寄

り添い、子育てに対する負担や不安、孤立感を和らげることを通じて、保護者が自己肯定感を持ち

ながら子どもと向き合える環境を整えるとともに、親としての成長を支援し、子育てや子どもの成

長に喜びや生きがいを感じることができるよう支援します。 
 

幼児期の子どもについては、愛着形成を基礎とした情緒の安定や他者への信頼感の醸成、幼児期

における他者との関わりや基本的な生きる力の獲得など、乳幼児期の重要性や特性を踏まえ、発達

に応じた適切な保護者の関わりや、質の高い教育・保育の安定的な提供を通じ、子どもの健やかな

発達を保障することが必要なことから、伊丹市幼児教育推進計画等に基づき、幼児教育・保育の充

実を図るとともに、地域における多様な子ども・子育て支援の量的・質的改善を図るとともに、妊

娠・出産期からの切れ目のない支援を行います。 
 

以上について、社会のあらゆる分野におけるすべての構成員が、子ども・子育て支援の重要性に

対する関心や理解を深め、各々が協働し、それぞれの役割を果たすよう取り組みます。 
  


